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今日、画像診断装置やワークステーションの処理能力の急速な発達に伴い、脳血管内治療を行う上で
必要とされる高精細な画像情報が3次元的に可視化されるようにさえなった．しかしどんなに綺麗な
画像が得られても、それに対する解剖学的な意味付け、各々の脈管の走行、そして機能的な側面から
の理解がなければ安全な脳血管内手術は遂行できない．

15~17世紀に興隆したルネサンス期の科学者や解剖学者は、精神の源泉が脳にあること、物を立体視
する原理が両眼と脳の働きによるものであることなどに気づき始めていた．特に1543年、27歳の若さ
でDe humani  corporis fabrica(人体の構造について) を出版したAndrea Vesaliusは、自ら解剖刀を握る
ことにより、それまでの医学界を支配していた古代ギリシアのガレノスの学説を覆す新事実を次々と
発見していった．この演題ではこの天才解剖学者Vesaliusの業績に焦点を当て、ルネサンス期に端を
発するmedical imagingの歴史と変遷について紹介し、日常診療で手軽に得られるようになった現代の
画像情報の価値を解剖学的な立場から考察していきたい．

Key words: Medical imaging, Renaissance, Andrea Vesalius, functional vascular anatomy, 3D imaging















